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郵 奈良県算数数学教育研究会

平成12年7月21日発行　帖3

は　じ　め　に

月日のたっのは大変早く、平成12年度の第1学期も終わり夏休みが始まりました。

各位におかれましては、ご健勝にて日々の教育活動にご精励のことと存じます。

平素は本研究会に対しまして、格別のご理解とご支援を賜り、心から厚く御礼を申

し上げます。

本年度から、平成14年に完全実施される教育改革についての移行措置が始まります。

今巨引ま本年の4月から本格実施していくという意味の移行であります。

算数・数学科でも、「知識注入型の授業から、子どもたちが自ら課題を見つけ、自ら

学び、自ら考え、さまざまな課題や問題を解決していけるような授業展開の工夫」が

特に大切になってくると思います。

本年度も、6月22日（木）午後から県立教育研究所にて第1学期の奈良県算数数学

教育研究発表会を開催致しました。多数の会員の先生方のご参加をいただき、そして

熱心にしかも真筆に論議いただくことにより、多くの成果を上げることができました。

また、平素の実践・取り組みを積極的に発表いただきました会員の先生方に感謝申

し上げます。

さて、第2学期の11月7日（火）には、高田市の土庫小学校、高田中学校をお借り

しての研究発表大会（授業公開、分科会、講演会）を予定しています。算数・数学教

育の実践にお取り組みいただいている先生方の、多数のご参加下をお願い申し上げま

す。

遅くなりましたが、6月22日（木）開催致しました奈良県算数数学研究発表会の概

要及び研究成果や課題を、小・中学校ごとにご報告させていただきます。各学校での

算数・数学の授業に生かしていただければ大変幸いです。

奈良県算数数学教育研究会

会　長　　瓦　口　充　二
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研究部2年部会　発表者；小西和世（月ヶ瀬小）
森田美枝子（葛小）、岡本美子（新庄北小）
担当幹事；中西恒雄（川上東小）

『かっこを任った計算』がこの時期の子ども達にとって十分に理解されていない単元と

してあげられる。本研究部会では、この単元のみを取り立てて指導していくのではなく
『たし算（2）、ひき算（2）』と続く単元を大きな学習の流れと見なした指導の工夫を研究
していくことにした。
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指導のポイント

・具体的な体験活動を十分に取り入れた算数の学習にする。
日常生活に深く関わるごっこ的な活動

グループで競い合うゲーム的な要素のある活動
・他の教科の学習や生活の場面へと広がっていくようにす
る。（特別活動、生活科、図工科、国語科）

○買い物ごっこにプリペイドカードを取り入れよう
・子どもの方から出された意見を取り入れ、プリ
カ方式を導入した。

・プリカの書き方も、「筆算リレーの書き方ならう
まくいく」ことを話し合った。

○（）を使う計算を普段の生活の中から発見し、
意味のあるものにしていこう
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・「かっこを使ってまとめてひく。」の言葉の代わりに子どもの言葉
として「合俸させ　て引いてしまう。」という発言で意味づけした。
・『買い物ごっこ』の中で、合俸させて引く活動を実際に体験した。
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○計算のまとめで楽しく協力しながら力をつけよう

・サイコロ（正十二面体）を振って出た目の数を足したり、引いたりする。

他教科と関連づけて学習したことにより、子ども達は、算数の学習が身近な生活の中
で生かされていることを実感できたように思う。『買い物ごっこ』で、プリカ方式を取
り入れた結果、子ども達は、「400－92」といった十の位、百の位に空位のある計
算にも、「よいおもちゃやさんになるために」と意欲的に取り組むことができた。また、
どの役割になった人にも筆算を義務づけられた。生活場面の中から、まとめて引くこと
のよさに着目していったことにより、（）を、より身近に使いこなせるようになっ
ていったと考えられる。
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第1学期研究発表会【中学校部会報告】

《コンピュータ活用による中学校数学教育

一－F数学的探究活動』を促進させる教師支援を中心として－》

大和郡山市立郡山東中学校　　岩　田　時　行

《現状》

近年、生徒の数学嫌い・数学離れは、特にひどくなってきている。以前から、よく7，

5，3と言われていた。そんな中、文部省の調査によると、数学も含めて授業が本当に分

かっている生徒の数が、中学2年生で4．7％、高校2年生でたったの3．5％であった。

《改善》

1．黒板の授業から脱却しよう。（黒板だけでやるのはやめよう。）

2．図形では、GC（作図ツール：ジオメトリック・コンストラクター）を使おう。

3．「数学的探究活動」をさせよう。

《提言》

1．「数学的探究活動」を促す

よい言葉による支援をしよう。

一→よい言葉とは何か？

2．「数学的探究活動」を促す

よい授業のプロセスをっくろう。

一→よいプロセスとは何か？

3．コンピュータがなくても、

頭の中で探究活動をさせてみよう。

→頭の中での活動とは何か？

《提言》の中身

1．一→よい言葉とは何か？

加地伽加加増苧町3年　軋　軒如
l■書‾1】町角影▲別平で、辺刷CD．山の中点脅そ九ぞれE員qHとすると、

匹角形mはどんな日舞形になるか？

【下怨】私は．

【炎■lG岬n■rkCo■■bⅦ亡hrで実■しょう．

OCのFD七人ドライブにセットし、t粛虐ON．

G°が立ち上がったら、（R：桝の統み込み）を覆択し、【モ爪打ユ．

さちに、（4角中点・000）モ遭饗し．匝血正一四1形▲月CDが現九る．
周が現れたら、旭：変形）モ選択し、【駄t打〕．

さちにこ動か‾「（瓜▲）モ遭択・し、［E血瞥】．一これで丘人のみ動かす群ができる岬

患▲象（一丁J－：変形）に上り周形を変形する．

点▲の虻■を移勤させても、四角形EF8I＝は

【妊膿】点B，C，Dの位■と変えて某■してみょう（稟■鱈集モスケッチナろ）．

コンピュータ活用においては、「動かしてごらん」

他に「何がしたいの？」「問題を自分の言葉で言ってごらん。」「自分で考えてみ

よう。」「どんなやり方でもいいから答えを出してごらん。」「この考えは、今まで

とどこが違う？」「他の方法はありませんか？」「別の考え方はない？」「分かった

ことを自分の言葉でまとめてみよう。」「他の人と比較してみよう。」「もっとよい

考えはない？」「他の問題は作れないか？」などである。

2．→よいプロセスとは何か？

生徒のニーズ 鉛筆と紙による試行錯誤

コンピュータによる探究活動

イメージ化

鉛筆と紙（プリント）による振り返りとまとめ

探究活動とその前後のプロセス
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3．→頭の中での活動とは何か？

目の前のコンピュータを使って、問題解決することとは違う、念頭において図を

動かし、あたかもコンピュータ画面上で行っているのと同じように考えられること0

11

命名「メンタル・コンピュータ」

《選択授業「やってみよう、つくってみよう」

～こんな教材を使ってみ女せんか～》

生駒市立鹿ノ台中学校　丸　井　理　恵

《3年生の選択授業の教材の紹介》

選択教科で数学を選ぶのは数学が得意な生徒ばかりとは限らない0

・全員が参加できて楽しみながら取り組めるもの0

・教科書に沿った授業でするような計算はしない0

・数学的な中身で実際にやってみたり、作ってみたりできるもの0

《例1「消える妖精」》

（直線に沿って切り離し、上段の左右を入れ替えると妖精の人数が変わる0これを

もとに生徒にパズルを制作させる。）

A　　軍　　　　　B
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【2学期研究大会のお知らせ】

（日時）平成12年11月7日（火）　9：00～

（場所）大和高田市立土庫小学校

大和高田市立高田中学校

【第47回近畿算数・数学教育研究大阪大会】

平成12年11月10日（金）　　大阪府堺市

※詳細は週報をご覧ください。


